
・向日市教育支援センターに不登校児童生徒の学びの場である「ひまわり広場」を設置し、児童生徒一人一人
 への支援を通して、自身の「登校しよう」という気持ちの醸成を図る

・児童生徒だけでなく、誰にも相談できない保護者への支援として、来所相談および電話相談・巡回相談等の
　教育相談体制の充実

・全小中学校に教室への入りづらさや不登校傾向のみられる児童生徒を対象とした学習支援や
 教育相談等を行う「心の相談サポーター」を配置

事業の成果・今後の展望等

　「ひまわり広場」には23名の児童生徒が登録しており、平均して約７名が毎日通所、６名が学校復帰を果たすことが
できた。また、教室に入りづらい児童生徒においても、「心の相談サポーター」が居る別室と教室を併用することで学校へ
の登校を継続できている。
　このように一定の成果が見られるものの、不登校の出現率は依然として増加傾向にあるため、今後は、不登校傾向が
見られる児童生徒一人一人の状況に応じて、「教員が対応」「別室と連携」「ひまわり広場への通所」を適切に棲み分
けた支援を行う。
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問い合わせ先 向日市教育委員会学校教育課（075-874-2998）

事業の経過・背景・課題

　不登校児童生徒数は年々増加傾向にあり、出現率は全国や京都府よりも高く喫緊の課題であるため、不登校の
未然防止や早期解決を図る。
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